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DEP微粒剤によるクワシントメタマバ工の

防除効果について

及川　英雄・鈴木　繁突

く岩　手　県　蚕　試）

1　ま　え　が　き

桑園の病害虫に対する薬剤防除は，育蚕との関連か

ら散布時期に規制を受け，特に粉剤や液剤はその飛散

性から蚕に影響を与える例が多い。クワシソトメタマ

バェに対しても．これまで粉剤または液剤が用いられ

てきたが，飛散性の少ないつEP微粒剤について航空

散布ならびに地上散布により該虫の防除効果と蚕への

影響を検討した。

本試験は昭和45年度農林水産航空事業新分野開発

試験として農林水産航空協会の委託により実施したも

のである。

2　試．験　方　法

1　供試桑園の概要

川　航空散布試験圃場

水沢市姉体町地札　北上川沿岸の平坦地に所在する

約川haの共同桑園で，桑品種は改良鼠風樹令4年，

仕立用途別は高根刈交互伐採一部春切，壮蚕用桑園。

ほ■】地上散布試験圃場

前沢町古城地札　内陸部の台地に所在する0・dhaの

個人2戸の桑園で，桑品種は改良鼠返，樹令8年，仕

立用途別は中刈春秋兼用および夏秋専用の壮蚕用桑園。

2　試験区の構成

川　航空散布試験

試　 験　 区 供 試 薬 剤
散 空 夢 ㍍

面　　 積 備 考

1．航 空 散 布 A D E P 微 粒 剤 4　 Kダ 0．5 5　h a 活 耕

2．　　 ′′　　　 B 〝 4 8．28 草 生

5．地 上 散 布 A 〝 4 n 2 4 ／／

4　　　 〝　　　 B つ E P 粉　 剤 4 0．7 0 〝

5．無　 散　 布 ／′ －
乙0占 〝

（2）地上散布試験

圃　 場 供 試 薬 剤
讐 彗 忘

面　　 ㍍ 備　 考

A 農 家

D E P 微 粒 剤 4　 K g 2 0　 a 草　 生

D E I〉粉　 剤 4 2 0

無　 散　 布 － 2 0 〝

B 農 家

D E P 微 粒 剤 4 2 0 ／／

D E P 粉　 剤 4 2 0

無　 散　 布 － 2 0

5　散布方法

‖）航空散布

（》　散布期日：昭和45年7月12日

②　機　　穐：ベル4785B－Kli d（朝日ヘリコ

プター軋K．）

③　散布諸元：粒剤散布装置を用い，高度107花，速

度55M PH，散布巾157花で南北に飛行した。

（2）地上散布

8月5日に粉剤はミスト散布機を用い微粒剤は手動

式粒剤散布按を用いて散布した。

4　調査方法

日）気象調査

散布時の気温，湿度，風向，風速および散布前後の

気象状況を調査した。

（21薬剤の落下状況調査（航空散布）

粘着紙およびカルトンを用いて，M式指標または秤

量により次の調査を行なった。

①　有効散布幅に関する調査

（・薬剤の落下分散状況調査

③　株間到達状況調査

④　薬剤の飛散状況調査

（31クワシソトメタマバェの防除効果

薬剤散布後一定期間ごとに，航空散布試験では1区

50枚について，地上散布試験では1区20殊につい

て，全校条の被害芽数を調査した。

（4J　蚕に対する残毒期間の調査

航空散布を行なった現地の桑集を一定期間後，蚕に

連続給与して残毒性を調べた。

5　試　験　結　果

1　気象条件

散布時の気象条件は，曇天で風向が一定せず，風速

も0．9～5．15勒′SOeと比較的強く，散布条件は必ず

しも良好ではなかった。また，散布前後は降水量が少

なかったためか，クワシソトメタマバェの初発が例年

より約1カ月遅れた。

2　薬剤の落下状況調査

（‖　有効散布幅に関する調査

飛行高度10仇，速度55Mp H，風速1．55仇′
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S（∋Cの条件で一飛行における薬剤落下状況は，M式指

標で読取可能な範囲が24～257花で，このうちさら

に指数5以上の範囲は227花であった。これを即有効

散布幅と考えることは散布時の気象条件あるいは1回

のみのテストであることからさらに検討の余地があろ

う（第1図）。
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第1図　有効散布幅調査におけるDEI）微粒剤の

落下分散状況

飛行コース
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第2園　閲場内におけるD E p微粒剤の落下

分散状況

第1表　航空散布によるクワシソトメタマバェ防除試験

（2）薬剤の落下分散状況

散布時間中風軋　風速が一定しなかったためか，散

きむらがみられた。特に第2，第5，第dコース附近

で落下最が多かったのは風による影響と思われる（第

2図）。

ほl　株間到達状況調査

本試験は地中に潜むクワシソトメタマノミェの蛸が羽

化するところをたたくのがねらいであり，地表面への

薬剤到達いかんが防除効果を左右するカギとなる。こ

の調査では桑の生育（兵長）が1ヶ花前後で相当繁茂し

ていたにもかかわらず，挟間の地表面における薬剤落

下量は均一な分散状況を示した。

（4）散布区域外への飛散状況

南北2方向について調査したが，両方向とも5Dm

まで飛散がみられ，1007花以上ではキャ，チされなか

った。なお，飛散状況については生物検定をあわせて

実施したが，北方向では20mまで蚕に対して薬害が

認められたが，南方向では10竹乙地点でも影響がみら

れなかった。

5　クワシソトメタマバェの防除効果

（＝　航空散布試験における防除効果

占～7月にかけて異常早魅に見舞われたため，該虫

の発生が例年より約1カ月遅れ散布20日後の調査で

はいずれも被害がみられなかった。50日および48

日後の調査では航空散布区の被害が少なかったが，こ

れは薬剤散布の効果とともに試験区の立地条件の適い

から，航空散布区の被写絶対量が少なかったことも勘

案しなければならない（第1表）。

試　　　　 験　　　　 区

被　　　　 垂　　　　 芽　　　　 率

散 布 2 0 日 日 散 布 5 0 日 日 散 布 4 8 日 日

1， ］ EB P 微 粒 ・航 空 （晴 耕 ）
0　 痴 5．5　 多 1 8．8　 痴

2．　　　 〝　　　　 〝　 （草生 ） 0 7　5 5　9．2

5．　　　 〝　　　 地 上 散 布 D 1 8．8 d　O．d

A　 t）E P 粉 剤 ・　　 〝 D 5　9．0 7 1．2

5． 無　　 散　　 布 0 d　D．8 7　8．1

（2）地上散布における防除効果

8月上旬に行なった地上散布試験は，その直後から

クワシソトメクマバェの発生がみられたことから，適

期散布と考えられるが，その結果薬剤散布区はいずれ

も防除効果がみられ，DEP微粒剤と同粉剤は同等の

効果を示した（第2表）。しかし．50日後の晩秋蚕

期直前の調査では薬剤散布区の被害も幾分多くなって

いる。したがって該虫の発生が平年どおり　7月上～中

旬に始まった場合は晩秋蚕用桑に限り2回散布が必要

と思われる。
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第2表　地上散布によるクワシソトメタマパェ防除試験

圃　 場 試　　 験　　 区
被　　　　 垂　　　　 井　　　　 率

散 布　 6　8　日 散 布 1 6 日目 散 布 5 0 日 日

A

1．　 D E P 教粒剤 0　％ 1．4　多 5 n 5　 ％

2．　　 〝　 粉　 剤 0 n d 2 7 8

5． 無　 散　 布 1．0 ‘．8 5 8．8

B

t　 D E P 徽粒 剤 2．6 占．9 4 5．6

2．　　 ′′　 粉　 剤 2．7 8 4 4 8．5

5． 無　 散　 布 1 5．5 2 8．2 8 1．8

4　蚕に対する残毒期間の調査

航空散布および粉剤による地上散布を実施した試験

区について，散布5日，10日，15日後から蚕に連

続給与した結果，いずれも5日後まで薬害が認められ

たが10日後からは無散布区と差がなかった。IJ▲し，

春蚕期の予備試験においてD Ep微粒剤の付着した桑

葉は，散布後15日後まで明らかに薬害が認められ，

粉剤より幾分残毒期間が長かった。したがってこの点

についてはさらに検討の必要があろう。

4　あ　と　が　き

桑園害虫に対するD E P微粒剤の使用は始めての試

みであるが，地表面への処理薬剤としては大変すぐれ

た特徴を備えていると思われる。まず飛敵性が少ない

ことから散布法によって桑葉への付着を少なくし，蚕

への影響を軽減することができる。また，散布者が安

全に使用でき，人家や養魚池などへの危被害について

もほとんど心配がない。あわせて散布労力の面でも粉

剤や液剤に比べて省力的であることもみのがせない。

反面，徽粒剤の付着した桑は粉剤のそれより蚕への

残毒性が長く，とくに航空散布においては桑葉に対す

る薬剤の付着量が多くなり，また，薬剤の落下分散状

況が不均一である等，これらの点についてはさらに検

討されなければならない。しかし，徽粒剤は粉剤や液

剤に比べて大変使いやすく，防除効果の面でも粉剤と

遜色ない成果が得られたことから，今後その実用化が

大いに期待されよう。

掃立作業の省力化について
菊　池　次　男

（岩手　県蚕　試）

1　ま　え　が　き

最近は稚蚕共同飼育が急速に普及し，その規模も大き

くなり設備も近代化されてきたが，近年の労働事情か

ら作業員の確保が困難となり，技術の単純化と作業の

省力化が望まれている。特に掃立当日は掃き下し作業

に多くの労力を要し，しかも細かい作業が連続してい

るため疲労も大きく，したがって多人数の作業員を投

入しなければならない現状から，掃立時における呼出

桑を省略し作業を単純化する方法がとられるようにな

ってきた。今回，催青容器の回収経費節減と病源隔離

の目的をもったスチロール催育容器が出回ってきたの

でこの低音容器を使用した場合における呼出桑省略が

虫質に及ぼす影響および蚕種取扱いの障害として生じ

やすい蟻蚕の2・5・4夜包と呼出桑省略掃立法との

関係について試験した。

2　試．験　方　法

1　催青容器と呼出桑省略との関係

1989年春，初秋，晩秋査鋸こ蚕品種陽光×麗玉（春）

および昭光×栄華（初帆　晩秋）を用い，1区2箱ず

つ2速制で掃立て，5眠配蚕時に各区200頚に整理し

て蚕滴青を行なった。試験区は従来より使用されてい

る催青容器を普通枠区，発泡スチロール製催音容等をス

チロール枠区とし，それぞれの区に呼出桑を給与して

1～2時間経過後掃き下し整座を行なう慣行法と，呼

出桑を省略して夕刻の給桑時に掃き下し整座を行なう

省力掃立法を組み合わせて4区設定した。




